
『豊洲新市場予定地の液状化問題についての公開質問状』に対する回答について 

                              2011 年 9 月 27 日 

          日本環境学会顧問(前会長)・元大阪市立大学大学院教授 畑 明郎 
１．安田進氏と東京都の回答前文 
 安田委員は、一般的な事項について回答し、豊洲新市場に関する事項は、東京都から回

答させた。その理由として、「東京都から委嘱された委員ですから豊洲新市場に関する事項

は、東京都の方から回答するようにしました」とし、これを受けて東京都は、「安田委員と

長谷川委員からお話を伺い、質問に対して回答します」とした。このことは、安田委員が

豊洲問題の責任を問われないように一般論のみ回答し、長谷川委員は、東京都にすべての

責任を負わせるべく、回答を避けた。東京都から委嘱された技術会議委員なら正々堂々と

回答すべきであり、無責任の極みと言える。 
２．安田回答№3-1 
 「東京の低地は…表層に沖積砂層、その下部に沖積粘土層が堆積し、…沖積砂層(上部有楽
町層)はエイジングで液状化強度が高くなり、液状化しない」とするが、図 1に示すように、
豊洲の有楽町層上部は粘性土、中部は砂質土、下部は粘性土となっており、東京低地の一

般論は豊洲に適用できない。 
３．安田回答№3-2 
 「砂層と粘土層が薄く互層になっている場合、液状化した砂層から水が噴き出すと途中の
粘土層を巻き込んで噴砂として生じるといったこともあり、注意が必要です」としており、

豊洲の有楽町層中部の砂質土が上部の粘性土を巻き込んで噴砂が生じる可能性はある。 
４．東京都回答：再調査の必要性について 
「今回の地震による豊洲新市場予定地において生じた噴砂は、過半数が 0.1㎥以下の小規模
である」とするが、実際のデータを見ると、最大約 3.7㎥、合計約 33.8㎥、平均約 0.3㎥
であり、約半数(108箇所中 55箇所)の 0.1㎥以下をもって、小規模とは断定できない。 
５．東京都回答：有楽町層などの沖積層が液状化していないことについて 
上記の安田回答№3-1の一般論を根拠に有楽町層が液状化しないとしているが、有楽町層
の砂層と粘土層が一般論と逆転しているので、液状化しない根拠とはならない。 
６．東京都回答：浚渫埋土層が噴出したことについて 
 ５の回答をもって、「浚渫埋土が液状化したと考えられます。この付近の埋立土は海底の

土砂を浚渫して埋め立てているので、噴砂に細かく砕けた貝殻が入っていることも、それ

を物語るものだと考えています」とするが、図 2 に示すように、有楽町層にも貝殻混入が
あり、貝殻をもって浚渫埋土とは断定できない。 
７．東京都回答：液状化対策の有効性と範囲 
「豊洲新市場予定地における液状化対策は、阪神淡路大震災等で効果が確認されている工

法です」とするが、安田回答資料 13では、六甲アイランドなどのサンドコンパクション工
法は、沖積層粘性土の下部付近(GL-15m)まで施工され、神戸港の格子状固化工法では、第
一洪積層の深さまで構築されている。「都は有楽町層で液状化すると判定された層について

も、液状化対策をする」とし、入札説明書によると、5街区の静的締固め固化は AP1.8m－
8.5～16m、格子状固化は AP1.8m－３～4m、6・7 街区のサンドコンパクションパイルは
AP1.8m－4.5～11.5m まで打設するので、図 2 の有楽町層上部の粘性土を突き抜けて中部
の砂質土に達するので、「不透水層」とする有楽町層を破壊し、土壌・地下水汚染を深部に

拡大するおそれがある。 



-
1
0

-
1
1

-
1
2

-
1

-
2

-
3

-
4

-
5

-
6

-
7

-
8

-
9

2 3 4 5 60 1

N
O
8

N
O
7

N
O
1

５
街

区

砂

新
規

埋
土

埋
土

盛
土

N
O
6

-
1
0
m

満
潮
海

水
面

旧
地

盤
面

調
査
深
度

砂

①
H
1
8
年
地
盤

調
査

※
１

※
１

土
壌
汚
染
対

策
法

H
c
/
H
s

E
s

Y
s

Y
s

Y
s

汚
染

調
査
深
度

東
京
ガ
ス

H
1
0
～
1
4
年

※
１

Y
c

Y
c

Y
s

干
潮
海
水
面

豊
洲

地
盤

模
式
図

難
(
不

)
透

水
層

調
査

実
態

-
3
0

Y
c

※
３

※
４

A
P

ｍ

E
s

←

※
２

難
(
不

)
透
水
層

→

自
然

土

Y
s

Y
c

液
状
化
対
策

想
定
(
必
要
)
深

度

Y
c
層
上
端
移

動
の
必
然

※
１

※
４

※
３ ＊

※
２

※
１

自
然
土

粘
性

土

H
c
/
H
s

E
s

砂

自
然

土

砂

Y
c

Y
s

中
間

土

Y
s
c

E
s

砂

Y
c
層

の
上
端
位
置
が

調
査
毎
に
下
が

る

難
(
不

)
透
水
層
条
件

､
粘
性
土
厚
み
確

認
不
足
多
数

余
掘

り
→
必
要
厚
さ

5
0
c
m
（
環
境
省

ｶ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
）
以

下

東
京

ガ
ス
汚
染
調
査

深
度
と

難
(
不

)
透
水
層
が
確

認
で
き
な
か
っ

た
場
合
の
必
要

調
査
深
度

【
洪
積
層

】

有
楽
町
層

江
戸
川
層

【
沖
積
層
】

第
1
　

Y
c
層

第
2
　
Y
c
層

→

厚
み

確
認

不
足

多
数

※
２

帯
水

層
底

面
？

不
連

続
多

数

→

※
１

粘
性

土

2
c
m
も

！

＊

③
H
2
0
年
先

行
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

④
H
2
0
年
絞
込

み
調
査

⑤
(
H
2
1
年
1
1
7
条
調
査
)

①
→

②
→
③
→
④
、

⑤

④
、

⑤
に
落
差
多
数

→
難
(
不
)
透
水

層
不
連
続

Y
c
層
上
端

②Y
c
層
上
端

Y
c
層
上
端

H
1
9
既
実

施
調
査

６
街

区
（
H
1
8
年
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
）

7
街

区

地
盤

断
面

図
：

①
H
1
8
年

地
盤

調
査

地
質

断
面

図
参

考

1
1
0
9
0
1

図
作

成
：

水
谷

和
子



例；砂層　0～4 極めて軟らかい
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【豊洲市場予定地ｰ--液状化対策想定深度、粒度判定、N値表及び、対策不足に関する模式図】
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参考資料・凡例

【東京都中央卸売市場作成H18年地盤解析資料：東京都HP】

・粒度判定：地盤解析データ

Yc:有楽町層粘性土 Ys:有楽町層砂質土 Ysc:有楽町層中間土

Yg:有楽町層砂礫 Btg:埋没段丘堆積層砂礫 Es:江戸川層砂質土

×
特に液状化の可能性あり液状化の可能性あり液状化しない

・液状化対策想定深度：地盤解析データ
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断面位置図

江戸川層

【専門家会議報告書：東京都HP】
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※参考1　Ｎ値とは：
地盤の固さを知る為の重要な数値。一定の深さを掘る為におもりを落下させた

 

粘土層　0～2 極めて軟らかい
 

※参考2　豊洲の液状化対策はどの程度の地震に耐える設定か：技術会議ではレベル１程度と説明。
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※参考3

回数のこと。従って"Ｎ値が大きいと硬い良い地盤、Ｎ値が小さいと軟らかい悪い地盤"

・都液状化対策範囲：図5.4.1有楽町層Yc層上端深度の分布図より

・N値表：地質調査データ 　柱状図より

・土質記号、地層高さ：地質調査データ　地質断面図より

表5.3　粒度とN値による液状化の予測・判定結果一覧表より

※参考1

※参考3

ヒ素・鉛大量残置。土壌汚染対策法、指定解除不可。
（護岸の耐震設計が最大加速度２００ｶﾞﾙであり、市場の通路や駐車場もその程度に）

表5.5　繰返し三軸試験法による液状化の予測・判定結果一覧表より

残置汚染：環境基準以上(10倍以内）

※参考4

柱状図「記事」に貝殻混入が

記録されたところ
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図作成：水谷和子


